
 当初の施工方法と異なり限られたスペース
のなかでのクレーン作業を強いられました。
材料の搬入搬出・資機材の搬入搬出に大変
苦労しました。しかし、協力会社の皆様との
コミュニケーションを密に図りながら工事を進
めてきた結果、工期内に完成することができ
そうです。 

 また、地元の皆様のご理解・ご協力いただ
きありがとうございました。 

監理技術者 

㈱ヤマモト 

赤堀 祐 さん 

既設堰堤がパワーアップ ＝琴谷＝  

 揖斐川町坂内坂本（さかうちさかもと）地先で工事を進めてき
た揖斐川流木対策工事（施工：㈱ヤマモト）の琴谷（ことたに）
工区は、既設の琴谷第1砂防堰堤の流木捕捉機能を高めるた

め、上葛谷同様の鋼製の流木止めを設置する工事が完成し
ます。 

琴谷第1砂防堰堤 

 本工事の施工は冬期となり、
琴谷は北向きに流れる渓流で、
工事場所の南側に山があるた
め、ほとんど日にあたらず、地
面が凍ったままの日が続くな
ど、厳しい現場条件でした。 

 今年度の工事をもって堰堤
の機能アップは完了します。 

縁の下の力持ち ＝緊急作業＝  

 当出張所で管理する砂防施設等が、集中豪雨などによる出
水等により被害を受けた時に、緊急的な復旧等行ってきた揖
斐川出張所管内緊急作業（施工：揖斐昭和建設㈱）も、今年
度の作業が完了しました。 

天神堂岡谷の防護柵補修 

 今年度当事務所管内では、幸
いにも土砂災害に見舞われる
ような事態は起こらず、緊急的
な復旧を行う事はありませんで
したが、防護柵等の安全施設
の補修など、細々とした作業で
すが、安全に関わる重要な作
業などを行っていただきました。  

 今年度も残りあと僅かとなり、工事も次々と完成しています。今年度は昨年度の補正予算と合わせ、ほぼ例年
の2倍の事業費でしたが、地域の皆様のご理解とご協力により、20箇所で工事を進めることが出来ました。そのう
ちの8箇所については、今年度の工事をもって竣工します。今後も当事務所では、砂防施設の整備により地域の
安全と安心を守り、地域の発展に貢献していきたいと考えています。 
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 当現場は着工と共に大幅な変更が有り、工
事のほとんどが冬期となりました。現場事務
所を現場より2km程下流位置に構えたので

すが、現場事務所では降雪がない時にも現
場では、雪が吹雪いている様な立地での施
工であったにも関わらず、下請け業者の方々
の熱意おかげで、工程通りに現場を進めら
れ、無事故で完成する事が出来そうです。 

 最後に、東・西板屋地区及び諸家地区の方
々のご理解とご協力に感謝致します。 

監理技術者 

㈱所組 

守田 康司 さん 

流木捕捉効果を高める為に ＝上葛谷＝  

 本巣市根尾西板屋（ねおにしいたや）地先で工事を進めてき
た上葛谷（かみくずたに）砂防堰堤流木対策工事（施工：㈱所
組）は、流木捕捉機能を高めるため、既設砂防堰堤の水通し
部の一部を切り欠いて、鋼製の流木止めを設置する工事で、
今年度予定した工事が完成します。 

上葛谷砂防堰堤 

 本工事では、堰堤前面へ腹付
けコンクリートで補強も併せて
行いましたが、堰堤前面へ行く
ための工事用道路を作る事が
出来なかったため、全てクレー
ンによる持ち上げ、持ち下げ作
業を余儀なくされました。 

 来年度も引き続き工事を行い、
堰堤の機能アップの完了を目
指します。 

現場技術者の声 

 本工事を無事完了するにあたり、作業をさ
せていただいた近隣住民の皆様、ご協力あ
りがとうございました。本工事は、揖斐地区・
根尾地区と広範囲にわたり行われる作業で
す。緊急を要する作業の為、個々の作業期
間は限られ、迅速に対応しなければなりませ
んでしたが、現場代理人・作業員一同全力で
工事を進めることができました。何より、無事
故・無災害で工事を終えることができました。
揖斐昭和建設の工事看板を見かけられまし
たら、声を掛けていただけると幸いです。本
当にありがとうございました。 

現場代理人 

揖斐昭和建設㈱ 

樋口 晃彦 さん 

里山探検隊 H26 隊員募集中！ 
～揖斐川上流の魅力を探して見ませんか～ 

募集要領はココをクリック （事務所HPへ） 

http://www.cbr.mlit.go.jp/etsumi/info/whatsnew/h25/satoyamaH260206.pdf
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 現場付近に数件の民家が有り、工事車両
によって土ほこりが発生しない様、人による
高圧水洗浄で路面汚損を防止しました。また
、現場においては、本堤左岸側の管理用道
路の山留ブロック積が、高さ5m＋5mの2段

構造で、上段のブロック積の延長が短く、作
業場所の確保や荷揚げに苦労しつつも、無
事工事を完成する事ができました。 

 地元の方々や関係各社のご理解ご協力に
感謝申し上げます。 

現場代理人 

田中建設工業㈱ 

兼松 達矢 さん 

砂防堰堤が竣工 ＝敷原谷＝  

 本巣市根尾長嶺（ねおながみね）地先で工事を進めてきた
敷原谷（しきはらたに）第1砂防堰堤工事（施工：田中建設工業

㈱）は、下流の門脇（かどわき）や長嶺集落を土砂災害から守
り、根尾川本川への急激な土砂流出による河床上昇を抑制す
ることを目的に、砂防堰堤を建設する工事です。 

 下谷の現場は砂防堰堤を施工するための
既設林道拡幅工事でした。 

 狭い林道での作業に大変苦労しました。ま
た、工事区域内にある簡易水道は、生活に
欠かせない大切な上水を供給しており、埋設
水道管に気を使う作業でしたが、地元住民
の皆様や、協力会社の皆様のご理解ご協力
のもと無事工事を完成さすることができまし
た。ありがとうございました。 

現場代理人 

㈱ヤマモト 

 藤原 寛実 さん 

鋼製砂防堰堤が竣工 ＝内谷＝  

 揖斐川町外津汲（とつくみ）地先で工事を進めてきた上記工
事の外津汲内谷（うちたに）工区は、平成20年9月の西濃豪雨

時に土砂流出があり、流域の荒廃が進んだ内谷に外津汲内
谷第1砂防堰堤を建設する工事です。 

敷原谷第1砂防堰堤 

外津汲内谷第1砂防堰堤 

 本堰堤は、林道の補償工事
を含め平成21年度から行われ

て来ましたが、本年度の工事
をもって竣工しました。 

 本堰堤の完成により、下流
の外津汲集落を土砂災害から
守ると共に、揖斐川本川への
急激な土砂流出による河床上
昇を抑制します。 

 本堰堤は、平成21年度から

工事が行われて来ましたが、
本年度の工事をもって砂防堰
堤は竣工しました。 

 本堰堤は、現場で発生する
残土を有効活用するために、
当事務所で初めて砂防ソイル
セメント（INSEM工法）にて施
工されました。 

再度災害を防止する為に ＝下谷＝  

 揖斐川町東津汲（ひがしつくみ）地先で工事を進めてきた下
谷（しもたに）第2砂防堰堤道路工事（施工：㈱ヤマモト）は、平
成20年9月の西濃豪雨時に土石流が発生し、下流の東津汲
集落や国道303号等に被害をもたらした下谷に、2基目となる
砂防堰堤を建設するために、既設の林道等を拡幅する工事で、 

今年度予定した工事が完成し
ました。 

 本工事は狭い林道の拡幅工
事で、片押し施工による工事
でしたが、現場の創意工夫に
より何とか工期に間に合いま
した。 

 来年度も引き続き道路工事
を行い、早期の砂防堰堤工事
着手を目指します。 

下谷林道の拡幅工事 

渓流保全工が竣工 ＝ドン谷＝  

 揖斐川町坂内坂本地先で工事を進めてきたドン谷渓流保全
工事（施工：西建産業㈱）は、諸家（もろか）集落内を流れるド
ン谷の流下断面を拡大し、流路の安定化を図る工事です。 

ドン谷渓流保全工 

 本渓流保全工は、平成22年

度より行われて来ましたが、本
年度の工事をもって竣工しまし
た。 

 集落内の工事ということで、
工事中は周辺の皆様には何
かとご不便をおかけしましたが、
皆様のご理解・ご協力により無
事竣工する事ができました。 

 施工箇所は諸家集落内にあって標高は
450m前後と高く、豪雪地域でもありました。 

 本工事における課題は生活道路を確保し、
供用開始されている上下水道を仮切り廻しし
ながら、多種多様の構造物を施工しなけれ
ばならないことでした。幾多のトラブルもあり
ましたが、近年希に見ない豪雪ならぬ少雪と
天候にも恵まれ、また、地元の方々のご協力
もあって完成させることが出来ました。この場
をお借りして、地元の皆様のご理解とご協力
に感謝申し上げます。 

監理技術者 

西建産業㈱ 

河瀬 伊織 さん 

 今年度のクマタカ通信の発行は本号で最後となり
ます。読みやすい紙面づくりに心がけてきましたが、
いかがでしたでしょうか。 
 来年度も体制を整えて、引き続き発行していきた
いと考えています。どうぞよろしくお願いします。 
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